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１．はじめに 

 

今次の学習指導要領改訂における改善事項の一つに、「伝

統や文化に関する教育の充実」があげられ、中央教育審議会

答申においては「国際社会で活躍する日本人の育成を図る上

で、我が国や郷土の伝統や文化を受け止め、そのよさを継

承・発展させるための教育を充実することが必要である。」

と述べられている。このことを踏まえ、大阪府教育センター

では、パナソニック教育財団第 36 回実践研究助成『一般』

の委嘱を受け、現場の教員や邦楽の実演家の方々と連携し、

「『伝統・文化に関する教育』の充実に向けて、『箏を活用し

た授業の可能性』」について研究・研修及び指導方法等の開

発を進めてきた。 

 

２．研究の目的 
 

新しい学習指導要領では、「伝統や文化に関する教育」の

充実が示された。中学校音楽科及び高等学校芸術科（音楽）

に関しては、和楽器の指導において、「簡単な曲の表現を通

して、伝統音楽のよさを一層味わうことができるようにす

る」ことが求められている。さらに、創作活動の指導につい

ては、「音楽をつくる楽しさを体験させる」観点に留意する

よう、改善が行われた。 

大阪府教育センターでは、平成 13 年度から、和楽器に関

する研修を実施し、教員の指導力向上を図ってきた。一定の

成果を上げる一方で、「さくらさくら」（日本古謡）に続く教

材づくりや創作活動の指導法の充実が課題となっていた。 

そこで、平成 21 年度には、和楽器「箏」の実践研修にお

いて、「伝統や文化に関する教育」と「創作活動」の両方の

活動を取り入れた授業を提案し、受講者から高い評価を得る

ことができた。 

本研究においては、平成 22 年度の研修を「箏を活用した

授業の可能性」をテーマに実施することを中心として、平成

21 年度の研修受講者による箏曲作品の電子データ化及び演 

奏と授業実践付き DVD を作成し、今後の学習活動における

教材として、また、創作活動の学習プログラムとしてより多

くの教員に提供したいと考えた。 

 

３．研究の方法 
 

 

実演家、教員及び府教育センター指導主事が連携し、それ

ぞれの専門性を生かしてこれまでの研修の成果を ICT 教材 

へ再構成した。学校現場のニーズにこたえ、音楽の授業に生

かせる教材となるように研究を進めた。 

 

４．研究の内容 
 

(1) 平成 22 年度中学校・高等学校「伝統・文化に関する教

育」研修（音楽）の実施 

箏の奏法及び歴史的な背景を学び、「箏を活用した授業の
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可能性」をテーマに子どもたちが「思考・判断し、表現す

る」過程をイメージしながら、教員自身が表現する喜びを味

わうとともに創作の過程を体験する。 

(2) 学習指導案の作成 

研修成果を生かし、箏を活用した創作活動の学習指導案を

作成する。 

(3) 収録作品の検討会議 

実演家の方を構成員とする検討会議を実施し、記譜法等の

指導を受けながら、研修の成果物（作品）を学校や子どもた

ちの実態に応じた内容に再構成する。 

(４) 作品の楽譜化及び電子データ化 

作品を電子データ化する。将来的には、電子データをもと

に、各学校現場で子どもたちの実態に応じ編曲し、加筆･修

正可能な汎用性のあるものとする。 

(５) 演奏録画 

作品を楽曲の難易度に応じ、〔生徒編〕、〔実演家編〕に分

けて録画する。 

(６) ICT 教材の作成 

内容は〔研修編〕、〔授業編〕及び〔作品編〕の３部構成と

した。さらに、それぞれの各編について文字媒体で著した冊

子とその様子が分かる映像を１枚の DVD に編集した。 

 

５．研究の経過 
 

 

６．研究の成果と今後の課題 
 

研修受講者の評価及びアンケートでは、箏の基本を学んだ

ことにより自信をもって授業計画が立てられること、教材研

究が十分できたこと、伝統・文化への関心と理解が深まり、

そのよさを子どもたちに伝えたいと考えていること、研修の

テーマ「箏の可能性」に気付き、今後の授業へ広がりをもて

たことなどが多くあげられている。 

教員にあっては、今次改訂のキーワードである「伝統や文

化に関する教育」と「創作活動」の指導の充実に、子どもた

ちにあっては、我が国や郷土の伝統音楽を理解し愛着をもち、

それを基盤として、諸外国の様々な音楽を尊重する態度を育

成することにつながるものと考える。さらに、本研究の教材

プログラムに沿って創作活動を追体験することは、新たな作

品を創造する機会となる。本教材ＤＶＤを活用した授業実践

について、研修会や相談会等で伝達し、普及に努めたい。 

 

７．おわりに 
 

本研究の成果物として、作品、演奏ＤＶＤ及び創作指導プ

ログラムが一体型となる教材を提供することにより、指導の

ねらいが明確で、学習活動の流れが分かりやすい指導資料と

して各学校現場での活用が期待できる。各学校においては、

是非活用いただき、御感想や実践の御提案をいただければ幸

いと考える。 
時  期 活     動 

平成 22 年６月 

 

 

 

８月 

 

 

10 月 

 

 

11 月～ 

 

平成 23 年２月  

 

 

 

５月  

平成 22 年度中学校・高等学校「伝統・文化

に関する教育」研修の全体構成を検討し、平

成 21 年度研修受講者による創作作品から研

修教材を選択する。 

平成 22 年度中学校・高等学校「伝統・文化

に関する教育」研修を実施する。研修内容を

録画し、概要を DVD に編集する。 

大阪府教育課程研究協議会において、研修の

様子及び成果物の作成・配付について紹介す

る。 

平成 21 年度研修受講者による授業を動画付

き学習指導案に編集する。 

研修における創作作品を箏の楽譜データ及び

実演 DVD に編集する。 

作品は、「楽調子による作品」24 曲、「合奏

曲」９曲とする。 

大阪府内中学校、高等学校及び支援学校へ配

付する。 

 

 

図１ 成果物の概要 
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図２ 研究の概要 

大阪府内の中学校、高等学校、支援学校

へ教材ＤＶＤを配付します。

５ 研究成果の普及

１ 指導力向上研修の実施
中学校・高等学校「伝統や文化に関する教育」研修（音楽）

伝統や文化を尊重する教育について

実演家による和楽器「箏」の指導

２ 教育課程に位置付ける
和楽器「箏」を活用した創作指導の工夫

ねらい

箏の音色のよさや奏法の多様性に関心をもち、「楽調子」という我が国の伝統的な音階固有

の特徴を生かして旋律を創作する。さらに、各グループで考えた楽曲のタイトルのイメージに

合うように、副次的な旋律や和音を付けるなど工夫して創作する。

３ 授業で使えるＤＶＤの作成 ４ 箏の楽譜作成
「さくらさくら」の続く教材として活用が期待できます。

研究の目的

研修受講者の声（アンケートより）

「伝統・文化に関する教育」の充実に向けて

平成２１年度中学校・高等学校

「伝統・文化に関する教育」研修受講者が

創作に当たりました。 平成23年

５月頃

配付予定

視聴覚教材の内容

研修

①

• 中学校・高等学校「伝統･文化に関する教育」研修（音
楽）基礎編

研修

②

• 中学校・高等学校「伝統･文化に関する教育」研修（音
楽）応用編

実践事例

• 題材名「楽調子の５音音階を生かして箏の合奏曲をつ
くろう」

作品①
• 箏曲作品 楽調子による作品 ２４曲

作品②
• 箏曲作品 合奏作品 ９曲

♪「梅の薫り」「かえる変奏曲」

「楽調子による合奏曲」「赤とんぼ」

「虫と秋風」「Calling」「和風ポニョ」

「海」「八尾北かぞえうた」♪

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

五 一 巾
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研修講師より

授業に直結する演習を行った。技術の向

上とともに、器楽・創作・鑑賞と幅広い授

業展開を視野にいれ、「箏」の授業にお

ける可能性に気づいていただけたと考え

る。

・箏の名称、楽器の取り扱いなど

基礎から指導を受け、しっかり理解

できたので非常に自信がついた。

・同じ楽譜でも調子が変わると曲の

雰囲気がかなり変わることを発見

し、さまざまな音階が楽しめる箏の

可能性を知り勉強になった。

・指導に当たって、体験だけにとど

まらず、自分自身が伝統文化のす

ばらしさに感動したことを明確に伝

えられるように努めたいと思った。

受講者目的合致度理解度中学

校4.6 4.3高等学校4.8 4.6

4.6

4.3

4.8

4.4

4.1

4.4

4.8
4.6

4.9

4.4
4.3

4.6

研修評価

中学校 高等学校

本研究においては、平成22年度の研修を「箏を活用した授業の可能性」をテーマに実施し、平成

21、22年度の研修受講者による箏曲作品の電子データ化と実演付きＤＶＤを作成し、今後の学習

活動における和楽器教材として、また、創作活動の学習プログラムとしてより多くの教員に提供し

たいと考える。箏曲教材と創作指導プログラム一体型の視聴覚教材として多様な活用が期待でき

る。

研究の概要


